
人 口 と 世 帯（2 月1日現在）

囗
は

前
月
比

人 口　464,212 人　 （－50 ）

男　236,198 人　 （ 一個）

女　228,0 詞人　 （－35 ）

世帯　171,910 世 帯（ －3 ）
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「
地
区
計
画
」
を

ご
存
じ
で
す
か

「地区計画」のできあがるまで

『地 区計 画の原 案』をつくる法律的な 手続き をとる

自分の住んでいる地域の将

来像や、意見・提案・要望

などを出す

話し合い・説明会を開き、

地域の良いところ・悪いと

ころを考える

「将来の住みよい街」につ

いての問題を見つけ、解決

策を検討する

「地区計画の原案」を作成

する→検討・修正・完成へ

「地区計画の原案」を縦覧

する

土地所有者・住民の意見を

聞く

「地区計画の案」を作成す

る→国・県とも協議する

｢地区計画の案｣を縦覧する

松戸市都市計画審議会

千葉県都市計画地方審議会

「地区計画」の決定

紙
敷

・
東
松
戸

駅
周
辺

市
内
初
の
地
区
計
画
決
定

紙
敷
の
北
総
開
発
鉄
道
東
松

戸
駅
を
中
心
と
す
る
地
区
で

、

昨
年
１
１
月
2
6
日
市
内
で
初
め
て

地
区

計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
地
区
内
は
武
蔵
野
線
と

交
差
し
て
お
り
、
将
来
新
駅
の

設
置
が
見
込
ま
れ
て
い
て
、
周

辺
の
交
通
の
要
と
な
り
ま
す
。

都
市
と
し
て
利
便
性
の
高
い

商
業
地
と

、
快
適
な
住
宅
地
を

つ
く
り
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
環

境
も
整
備
し

、
調
和
の
と
れ
た

街
づ
く
り
の
ル
ー
ル

が
決
め
ら

れ
ま
し
た

。

紙

敷

地

区

地

区

計

画

位

置
・
：
紙

敷
の

一
部

の
区

域

面
積
・
＝
約

五

Ｔ

Ｏ

靉

地

区

の

区

分

…

地

区

全

体

を

「
商
業

業

務
地
区

」「
商
業

地
区

」

「
沿

道
地

区

」
「
住

宅

地
区

」
の

四
つ

の

地

区

に
分

け

ま
し

た

計
画
に
よ
る
制
限
…
各
地
区
ご

と
に
「
建
築
物

等
の
用

途
の

制
限
」

「
建
築
物
の
敷
地
面

積
の

最
低

限

度
」
「
壁
面
の
位
置
の
制
限
」
「
”
ぶ

き
”
ま
た
は
”
さ
く
”
の
構
造
の

制

限
」

の

四

種

類
の

制

限

を

定

め

ま
し

た

松
戸
市
紙
敷
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長

新
し
く
で
き
た
「
地
区
計
画
」
に

沿
っ
て
、
住
み
や
す
い
街
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
な
ど
は
、
に

ぎ
わ
い
の

あ

る
、
楽
し
い
街
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

夢のしたわ
中村　悠里さん(金ヶ作小学校４年）

魚にのつて宇宙旅行をする 悠里さん

大人になる前に、きれいに光る魚にのって、宇宙

旅行をしたいなあ。土星や月におりて、今まで気づ

かなかったような大発見をし、宇宙人に会えたらお

もしろいだろうなあ。そして、何も使わずに、だれ

でも宇宙へこれて、住めるような、そんな未来がく

るといいなあ。

住
み
よ
い
街
を
つ
く
ろ
う

「
地
区
計
画
」
は
、
地
域
の
人
々
の
合
意
に
よ
り
、
将

来
の
街
づ
く
り
を
計
画
す
る
制
度
で
す
。

市
で
は
、
調
和
の
と
れ
た
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た

め
に
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

地

区

の

実
情

に

合

っ
た

き

め

細
か

な
「
街

づ
く

り
」
を
し

て
い

く
た

め

、
昭

和
5
5
年
「

地
区

計

画

」
の

制

度

が

、
都

市

計
画

法

と
建
築
基
準
法
の

一
部
改
正
に

よ
り
で

き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の

住

ん
で
い
る
「
ま
ち
」
の
こ
と
を
、

皆
さ
ん
と
市
と

が
共
に
考
え

、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
ま
ち
」
の
特
徴

に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
な
ル

こ
の
制
度
で
は
、
街
づ
く
り

に

関
し
て

、
地
区
整
備
計
画
と

地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
る
と
、

そ
の
地
区
内
で
の
開
発
や
建
築

を
行
う
と
き
に

、
計
画
に
適
合

す
る
よ
う
市
に
よ

っ
て
指
導
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え

ば
、「
予
定
道
路
」
と
し

て
定
め
た
所
で

は
、
原
則
と
し

て
建

築
や
開
発
を
す
る
こ
と
は

で

き
な

く
な

り
、
街

が
少
し

ず
つ
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

快
適
な
街
づ
く
り
の
た
め
、

こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

羆一
都
市
計
画
課
計
画
係

※
右
の
図
が
具
体
的
な
内
容
で

す
。

地
区
整
備

計
画

で

決
め
る
こ

と
の

で
き
る
内
容

①地区内の道路の位置や、幅を決

めることができます。

②公園、広場、緑地、公共空地な

どの規模や位置を決めることが

できます。

③新しく建てる建物の使いみちについ

て規制をすることができます。

④敷地があまり小さくならないよ

うに、それらの最低限度を決め

ることができます。

⑤建物と建物の間が狭くならない

よう建物の大きさや高さの最高

限度を決めることができます。

⑥道路などを広く活用できるよう

にするため、敷地境界から後退

して建物を建ててもらうことを

決めることができます。

⑦土地の有効活用を図るため、建

物の大きさの最低限度を決める

ことができます。

⑧協調性のある街並みとするため、

建物の形、色、材料などを決め

ることができます。

⑨地区の堙と調和しだ かきね″

や”さく″の構造を決めること

ができます。

⑩現在ある森や林を保全すること

を決めることができます。

地
域
に
合
わ
せ
た
き
め

細
か
な
ル
ー
ル
づ
く
り

こ

の
制
度
で

決
め
ら

れ
る
こ
と

Ｉ
ル
を
、
皆
さ
ん
の
合
意
に
よ

り
決
め
て

い
く
も
の
で

す
。

地
区
計
画
が

決
定
さ
れ
る
と

し
て
左
図
の
よ
う
な
内
容
を
決

め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「地区計画」により整備される東松戸駅周辺

湯
浅
　

泰
之
助
さ
ん



日
常
生
活
を
援
助
す
る
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ホームヘルパー派遣
訪問入浴介護　　など

市
で

は
六
十
五
歳
以
上
の
独

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
、
在

宅
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の

い
る
家
庭
、
障
害
の
た
め
日
常

生
活
に
不

自
由
を
感
じ
て

い
る

人
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

援

助
を

必
要
と

し
て

い

る

家
庭
に

、
洗
濯
、
掃
除
、
身
体

介
護
な
ど
の
日

常
生
活
の
お
世

話
を
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を

派
遣
し
た
り
、
入
浴

が
困
難
な

人
に
対
し
て

は
、
移
動
入
浴
車

を
派
遣
し
て
い

ま
す
。

ま
た

、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
や
介
護
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

日常生活用具の給付(貸与)

寝たきり老人や心身障

害者などを介護する人

を援助するため、キャ

ッチベッド・エアーマ

ットなどの介護用品

を、必要に応じて給付

または貸し出していま

す。

介護相談と支援

寝 たきり 老人 や 心身

障 害 者な どを介 護 して

い る人 の、 精神 的・ 肉

体的 な負 担が 少 しで も

軽 くな るよ うに と、 保

健婦 ・ 看護婦 によ る相

談 な どを行 って い ま す。

所得に応じた派遣手数料

防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
て
　
な
く
す
火
事

春

は

、

空

気

が
乾

燥
し

火

災

が
発

生
し

や

す
い

季

節
で

す

。

風

も

強

く

、
ひ

と

た

び
火

災

が

発
生

す

る
と

大

火

に

な

る
恐

れ

が
あ

り

ま

す

。

火

災

を

防
ぐ

た

め

市
で

は

、

「
指

さ
し

防
火

で

火

災

ゼ
ロ

」

を

ス

ロ

ー

ガ
ン

に

、

防
火

の

推

進
を

図

っ
て

い

ま

す

。

お

出

掛
け

前
や

お

休
み

前

に

は

指

を

さ
し

て

、

声

を
出

し
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
と
訪

問
入
浴
介
護
は
、
各
世
帯
の

生

計
中
心
者
の

所
得
に
応
じ
て

、

派

遣
手
数
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
４
月

―
日
か

ら
一
部
派
遣
手
数
料
を
改
正
し

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
お
せ
わ
課
お
せ
わ
係

派遣対象世帯区分 金額(１時間当たり)

Ａ 生活保護法による被保護世帯

無　料

Ｂ
生計中 心者の前年所得税が 非課税である

世帯

C 生計中 心者の前年所得税が10,000 円以下

の世帯
250円

Ｄ
生計中 心者の前年所得税が10,001 円以上

30,000 円 以下の世帯
400円

Ｅ
生計中 心者の前年所得税が30,001 円以上

80,000 円以 下の世帯
650円

Ｆ
生計中 心者の前年所得税が80,001 円以上

140,000 円以下 の世帯
850円（800円）

Ｇ
生 計中心 者の前 年所 得税が140,001 円以

上の世帯
880円（860円）

※手数料の改正 があるのは、ＦとＧ だけ です。（　 ）内の料金は 、現行の

料金 です。

母
子
家
庭
児
童
に

入
学
・
就
職
祝
い
金
を
お
渡
し
し
ま
す

４
月
に
小
・
中
学
校
と
高
等

学
校
（
各
種
学
校
等
を
含
む
）

に
入

学
す
る
児
童
、
ま
た
は
中

学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
児

童
が
い
る
母
子
家
庭
に
、
お
祝

い

金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
人
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
平
成
６

年
３
月

―
日

現

在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
引

き
続
き
居
住
見
込
み
の
母
子
家

庭
　

支
給
額
児
童
一
人
に
つ

き
、

入
学
祝
い
金
＝
八
千
円

、
就
職

祝
い
金
＝
七
千
円

圃

３

月
４

日

窗
ま
で

に

、
住

民

票

（
家

族

全
員

）
・
印

鑑
・

振
り

込

み

口

座
（

扶
養

者

名

義
）
の

分

か

る

も

の

を

持
参

し

、

福
祉

事

務

所
窓

口
へ

類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

、
〒

2
7
1
松
戸
市
高
塚
新
田
一
二
三

―

一
三
松
戸
市
福
祉
医
療
セ
ン

タ

ー
東
松
戸
病
院
総
務
課
（
容
9
1

－
5
5
0
0

番
）
へ

３
月
１
日
～
７
日
は
春
の
火
災
予
防
運
動
で
す

火
の
元
の
安
全
を
点
検
す
る
習

慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
市

内
各
消
防
署
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
最
寄
り
の

消
防
署
へ

、
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

態一
消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3
1

1
1
1
1

内
線
2
1
6
番

消　防　演　習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閼西口消防署H67-0119

日　　　　時 会　　　場 主　　な　　内　　容

3/500

午前９時30分～９時5〔)分
松戸駅西ロデッキ

車両火災・高層建物火災を想定した消防

演習 、防火指導、消防 音楽隊 の演奏

防火イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閲五香消防署O87-0119

3/5( ±)・６日

午前10時～午後４時

イト ーヨーカ堂

八柱店 ・

･防火ポ スタ ー展( 地元小学校出品) 、防災

用品 の展 示

地域消防フェスティバル・防火ポスタ ー展（地元小学校出品）

3/6(1日)

午前10時～午後２時

中央消防署

=63 ―1111
'94ミス日本・松田直子さん１日署長

西口消防署

S67-0119
チビッコ救助隊員の訓練

馬橋消防署

O44 ―0119
はしご車体験乗車、模擬店

小金消防署

O40-0119
はしご 車体験乗車、庁舎見学

大金平消防署

1130-4311
消防車両見学、模擬店

3/6(1日)

午前10時～午後１時

六実消防署

S86-0377
はしご車体験乗車、模擬店

３／６くE3）

午前10時～午後２時

東部消防署

B91-0119
歌手・高山ゆり子１日署長

3/6(1日)

午前10時～午後３時

二十世紀が丘消防署

S92-0119
消防車両・資機材展示

３
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
６

年
松
戸
市
議
会
３
月

定
例
会
は
、
３
月
１
日
㈹
か
ら

2
5日
窗
ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定

で

す
。

請
願
・
陳
情
は

、
２

月
2
4日

湘
午
後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は

、
日
程
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

く
だ

さ
い

。

閲
市
議
会
事
務
局
議
事
課

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
の

薬
剤
師
パ
ー
ト
を
募
集
し
ま
す

勤

務

時
間

月

～

金

曜
日

ま
で

の

午
前

８

時
3
0
分

～

午

後
５

時

1
5分
　

対

象

二
十

六

歳
ま

で

の

有
資
格
者
　
提
出
書
類
履
歴
書
、

資

格
免

許
の

写
し

匣

３

月

１１
日

窗
ま
で

に
、
提
出

書

※
左
記
の
ほ

か
各
種
催
し
が
あ
り
ま
す
。

４月１日から一部料金を改正します

訪問入浴介護(左)とホームヘルパーによる食事のお世話(上)

火の用心７つのポイント

１.寝たばこや、

たばこの投げ捨てはしない。

２.子供には、

マッチやライターで遊ばせない。

３.風の強いときは、たき火をしない。

４.天ぷらを揚げるときは、

その場を離れない。

５.家の周りに燃えやすい物を置かない。

６.風呂の空だきをしない。

７.ストーブには、

燃えやすい物を近付けない。

５２ ３２ ８１ ７１ ６１ ４１ １１ ９ ８ ７ ４ ２ １
期
日

贈 伽 廁 困 困 側 愬 困 ㈲ § 廊 伽 ㈲

本
会
議

予
算
審
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本
会
議

常
任
委
員
会

招
集
日
・
本
会
議

会
議
予
定

議
案
等
の
議
決

平
成
６
年
度
各
会
計
予

算
議
案
審
査

議
案
等
の
審
査

一
般
質
問

補
正
予
算
議
案
議
決

補
正
予
算
議
案
審
査

施
政
方
針
・
議
案
説
明

主
な
内
容



ネットワークがほしい一っ！

ま

つ

ど

女

性

会

議

”

つ
て

何

だ

ろ

う
？

女
性
と
男
性
が
共
に
自
立
し

、

家
庭
・
職
場
・
地
域
で
と
も
に

平
等
に
か
か
お
る
こ
と
の
で

き

る
社
会
を
目
指
し

、
活
動
す
る

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
ま
つ
ど
女
性

会
議
」

を
設
立
し

ま
す
。

女
性
会
議
は
、
次
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

…
だ
か
ら

①
松
戸
市
女

性
行
動
計
画
を
市

民
側
か
ら
推
進
す
る

②
女
性
問
題
に
気
付
い
て
い
け

る
よ
う
な
活
動
を
す
る

③
女
性
の
能
力
を
開
発
し
た
り
、

発
揮
で
き
る
よ

う
な
場
を
つ
く

る④
他
地
域
と
の

交
流
を
積
極
的

に

進
め
る

あ
な
た
も
一
緒
に
動
き
始
め

ま
せ
ん
か
。

ま
つ
ど
女
性
会
議
を
発
足

２
月
2
6
日
(
土
)
に

総
会
を
開
催
し
ま
す

設
立
総
会
＆

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

時

…
２

月
2
6
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会
場
…
婦
人
会
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
容
…
テ
ー

マ

＝

「
い

や

女
は

暮

ら

し

を

変

え
る
-
輪
に
な
ろ
う
松
戸
の
女

性
た
ち
-
」
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
＝

に
い
が
た
女
性
会
議
・
う
え
だ

女
性
会
議
・
よ
こ

す
か
女
性
の

連
絡
会
、
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

＝
長
岡
短

期
大
学
教
授
・
金
井

淑
子
氏

対

象
…
趣

旨
に
賛
同
す
る
人

費
用
…
無
料

寮
手
話
通
訳
・
保
育
あ
り
ま
す

（
要
予
約
）
。

固
ま
つ

ど
女

性
会
議
設
立
準
備

会
事
務
局
（
婦
人
会
館
内
）

登

6
2
1［Ｄ
Ｒ
］Ｑ
）［
Ｄ
番

留守家庭児童会（学童保育所）一覧表

留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保
育
所
）

小
学
校
一
～
三
年
生
が
対
象
で
す

留
守
家
庭
児
童
会
（
学
童
保

育
所
）
で
は
、
両
親
が
働
い
て

い
る
な
ど
、
学
校
か
ら
帰
っ
て

も
家
に
だ
れ
も
い
な
い
子
ど
も

示
学
一
年
～
三
年
生
）
を
、

健
全
育
成
の
た
め
放
課
後
等
に

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
三
十
ヵ
所

（
左

表

）
の

留

守

家

庭
児

童

会

が
あ

り

ま

す
。

茴
こ

ど

も
課

管
理

係

★
印
の
学
童
保
育

所
は

学
校
内

に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

留守家庭児童会名 電　話 所　在　地 定員

★栗　　 ヶ　　 沢 44-4472 小金原アー16
各40人

★小　　　　　 金 41-0406 小金355

稔　　　　　 台 62-4857 稔台99
各60人

常　　 盤　　 平 87-2670 常盤平4-11-16

上　　 本　　 郷 65-3276 上本郷2-3610

各40人

小　　 金　　 原 45－0401 小金原9-16-1

根　　 木　　 内 45-0454 小金原3-13-4

馬　　　　　 橋 44-9681 西馬橋相川町憫3

胡　　 ’録　　 台 65－9200 松戸新田158-1

高　　　　　 塚 91-4758 高塚新田500-8

★古　ヶ　崎　旭 6卜 憫2 古ヶ1104-3620-1

★牧　　 の　　 原 84-4553 牧の原.435―1

上 本 郷 第 二 68-8162 上本郷1-3233

★だ　 ん　 ぽ　ぽ 67-7232 柿の木町1們

新　　 松　　 戸 44-9796 新松戸4-247

小　　 金　　 北 44-9735 大金平3-135

八　　　　　 柱 92－5420 日暮3-6-1

大 橋 あ り の み 91-2617 二十世紀が丘丸山町86

五香六実ひまわり 84-0206 六高台2-18

新松戸あ かしあ 44-2141 新松戸Z－3乃

相　　 模　　 台 62-8604 松戸2284-1

★松　　 飛　　 台 87-6979 初富飛地3

八　　 ヶ　　 崎 45-9322 八ヶ崎524

横　　 須　　 賀 45-6164 横須賀545-1

ニ　　 ツ　　 木 ∠11-8423 ⊃ﾝ 木1270-1

★南 部 な か よ し 65一回1 小山148

常 盤 平 風 の 子 88－ﾌｱ24 常盤平西窪叨8－26

★松　戸　 中　央 63-4110 根本217

★高　　　　　 木 89-5656 金ヶ作120

★ひ ま わり 第 二 85－5670 五香六実197

みなさんご参加ください。

市政
見学会

市内の施設を回り、皆さんに市政をより身近に感じてい

ただくための市政見学会は､毎週水曜日に実施しています。

学校やサークル、地域などのグループでご参加ください。

・日時…毎週水曜日、午前９時～千後３時30分

見学場所…公設地方卸売市場・21世紀の森と広場・クリー

ンセンター・消防訓練センター

対象…市内の各種団体

定員…20人

費用…無料

受付期間…参加希望日の３ヵ月前の月の１ヵ月間 。

※申し込み多数の場合は抽選。空きがある場合は、実施日

２週間前まで随時受け付けます。

※コース等は変更する場合があります。

巒電話で広報課へ

ノミやダニを退治します。

床下

薬剤散布

床下薬剤散布を６月29日までの予定で行います（日程は

順次広報まつどに掲載します）。

当日は市職員が各家を回り、床下や畳に発生しやすいノ

ミ・ダニなどの発生を防ぐ薬剤を、床下の通風口から散布

します。

罷生活環境課環境衛生係

期　日 散 布 町 会・自 治 会

3/1  £火) 栄町西・栄町坂川

２團 古ヶ崎本田第１・第２

３附 古ヶ崎新田

４廁 古ヶ崎新田・北松戸

７(月) 樋野口・平潟・納屋川岸　　　　　　　　　，

8 ㈲ 小山＜国道６号線西側＞

９伽 小山＜国道６号線東側＞・小山台 一角町・下横町

10困 松戸２丁目･松戸３丁目東第１･第２･第３･第４･本町一宮前町

11圀 岩瀬・松戸山下・（ 松戸３丁目西第１・第２・第３）

14(月) 陣ヶ前・岩瀬旭ヶ丘

15図 新松戸１丁目・新松戸４丁目・新松戸５丁目・(新松戸３丁目)

16伽 新松戸６丁目・７丁目

17附 横須賀・横須賀２丁目・新松戸北1丁目・２丁目・(新松戸東)

18廁 南新松戸・ゆうかり

22(火) 馬橋寿第１・第２・第３・（馬橋みどり ・新松戸南）

23團 主水新田･小金下谷･ 旭町･七右衛門新田･(新松戸２丁目)

24困 馬橋中央・三村新町

25圀 馬橋住吉・虹の街

28(月) 馬橋下宿・馬橋北・馬橋坂

29(火) 馬橋中宿・馬橋前田・馬橋西・（馬橋上宿）

30伽 中和倉第１・第２・第３

31困 新作第１・第２・第３

※（　 ）内は午後に 実施｡ 雨天中止の 場合は全日程終了後に 実施します。

あ
な
た
の
健
康

子
宮

が
ん
検
診
に
つ
い
て

松
戸
市
医
師
会
は

、
松
戸
市

と
提
携
し
、
松
戸
市
民
の
た
め

に
種
々
の
が
ん
検
診
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
逸
見
さ
ん
の
が
ん
に

対
す
る
心
構
え
や
治
療
に
関
し

て

、
テ
レ
ビ
や
そ
の

他
で

大
々

的
に
報
道
さ
れ
、
が
ん
に
対
す

る
関
心
が
一
層
高
ま
っ
た
よ

う

に
思
わ
れ
ま
す
。

さ

い

と

、
言

わ

れ

る
場

合

も

あ

り

ま

す

。

そ

の

よ

う
な

時

に

、
正

常

な

ク

ラ

ス

Ｉ
か

ら

ト
リ

コ

モ

ナ

ス

膣
炎

や

細

胞
の

良

性

変
化

な

ど

の
ク
ラ
ス
Ⅱ
に
変
わ
っ
た
、
な

ど

と

言

わ

れ
る
こ

と

も
あ

り

ま

す
。し

か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
Ⅱ
は

全
く

良

性

な
の

で

、

心
配

し

な

い

で

指

定

さ
れ

た

日

に

検
査

を

受
け

て

く

だ
さ

い

。

子
宮
の
体

部
の
が
ん

我
が
国
で
は
、
子

宮
が
ん
の

大
部
分
は
子

宮
頸
（
け
い
）
が

ん
で
す
。
早

期
発
見
で
は
治
癒

率

が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か

も
検
査
そ
の

も
の
は
、

と
て
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

①
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
検
査
の

時
間
は
二
王

二
分
で

す
。

④
検
査
は
子

宮
の
二
ヵ
所
か
ら

検
体
を
取
り
、
診
断
の
正
確

を
期
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は

が
ん
の
見
落
と
し
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
見
逃
さ
れ
や
す
い

子
宮
の
奥
の

が
ん
発
見
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
検
査
後
数
日
の
間
少
量
の
出

血
を
見
ま
す
が
、
日
常
生
活

に
は
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

三
十
歳
を
超
え
た
ら
、
一
年

に
一
度
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し

ょ
う
。
検
査
結
果
は
約
一

週
間
で
判
明
し
ま
す
が
、
時
に

は
炎
症
を
治
療
し

、
一
ヵ

月
後

に

、
あ
る
い
は
三
ヵ
月
後
と
か

六
ヵ
月
後
に
再
検
査
し
て

く
だ

近
年
、
子
宮
体

が
ん
の

発
生

が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

子

宮
体
が
ん
は

、
子
宮
内
髓
に

発
生
す
る
が
ん
で
、
子
宮
内
膜

が
周
期
的
に
規
則
正
し
く
、
剥

脱
、
再
生
を
繰
り
返
す
若
い
女

性
に
は
少
な
く
、
四
十
歳
を
超

え
る
と
増
加
し
ま
す
。

五
十
五
～
六
十
歳
で
ピ
ー
ク

を
示
し

、
閉
経
前
に
比
べ
閉
経

後
の
罹
患
率
が
約
三
倍
と
著
し

く
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の

老
健
法
の

検
査
は
、

原
則
と
し
て
次
の
よ
う
な
女
性

に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
五
十
歳
以
上
の
女
性

②
閉
経
後
の
女
性

③
妊
娠
の
経
験
が
無
く
、
月
経

が
不
規
則
な
女
性

内
診
も
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、

卵
巣
嚢
（
の
う
）
腫
や
子
宮
筋

腫
の
診
断

も
で

き
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

子
宮

の
頸
部
の

が
ん

194
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国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
は

二
十
歳
か
ら

日
本
に
住
ん
で
い

る
二
十
歳

以
上
で

六
十
歳
未
満
の
人
は
、

す

べ
て

国
民
年
金
に
加
入
し
な

く
て

は
な
り
ま
せ

ん
。
二
十
歳

に
な
っ
て
も
ま
だ
年
金
に
加
入

し
て

い
な
い
人
は
、
将
来
満
額

の
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
を

受
け
る
た
め
に
も
、
さ
っ
そ
く

加
入
し
て

く
だ
さ
い

。

平
成
３
年
４

月
か
ら

、
二
十

歳
以
上
の

学
生
の
皆
さ
ん
も
全

員
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。国

民
年
金
の
加
入

者
は
三
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
…
二
十
歳

以

上

六
十

歳

未
満
で

自

営
業

、

農

林

漁

業
な

ど

に

従

事

す

る
人

と

そ
の

家

族

。
二

十

歳

以
上

の

学
生

。

第
二
号
被
保
険
者
…
会
社
員

や

公

務
員

の

人

第
三
号
被
保
険
者
…
厚
生
年

金

や

共

済

組

合
な

ど
の

加
入

者

に

扶

養
さ

れ
て

い

る

配

偶

者
で

、

二

十

歳
以

上

六
十

歳
未

満
の

人

〔

保

険
料

は

あ

な

た
自

身

が

納

め

る

必
要

は

あ

り

ま
せ

ん

。

厚

生

年
金
（
共

済

組
合

）
制

度

全

体

と
し

て

負

担

す

る
し

く

み
で

す

か

ら

、
給

料

か
ら

天

引

さ

れ

る

こ

と

も
あ

り

ま

せ

ん

】
。

国

民

年
金

は

二

十
歳

か

ら

六

十

歳

ま
で

の

四

十

年
間

、

だ

れ

も

が

加
入

し

ま

す

。

そ
の

間

、
学

生

や
会

社

に

勤

め

て
い

る
期

間

も

あ
れ

ば

、

ま

た

家

業

を
継

い

だ

り
、

結

婚
し

た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

起
こ

り

ま

す

。
そ
れ

に

伴

っ
て

、

国

民

年
金

の

加
入

の

仕

方

も

変

わ

っ
て

く

る

場

合

が
あ

り

ま
す

の
で

、
こ

ん

な
と

き

は

必

ず
届

け

出

を
し
て

く

だ

さ
い
（
左

表
）
。

20歳になったとき 住所･氏名が変わったとき 就職したとき

自営業や学生の人は、必ず加
入の届け出を(厚生年金・共
済組合加入者を除く)

住民票の届け出と一緒に届け

出を

第 １号被保険者が､厚生年 金･

共 済組合に加入したら喪失届

け出を(第２号被保険者へ)・

扶養している配偶者のいる人

はサラリーマンの妻の届け出

を

必要なも の　 印鑑、本人･ 配偶

者の年金手帳、 健康保険証 。必要なもの　印鑑 必要なも の　印鑑･年 金手帳

退職したとき 結婚したとき 転職したとき

厚生年金･ 共 済組合をやめた

ときは国民年金の加入の届け

出を｡ 扶養している配偶者が

いる人は合わせて届け出を。

結婚してサラリ ーマンの被扶

養配偶者になっ たときなど。

第３号被保険者の配偶者が会

社などを変わったとき

厚生年金　 厚生年金

厚生年金　 共済組合

共済組合　 共済組合

必要なもの　 印鑑、本人･ 配偶

者の年金手帳、健康保険証、 第

３号被保険者該当届 書

必要なも の　 印鑑、本人･配偶

者の年金手帳、離職証明書

必要なもの　 印鑑、本人 ・配偶者の

年金手帳、健康保険証、 離職 証明書

年
金
の
第
一
歩
は

保
険
料
の
納
付
か
ら

老
後
や
万

一
の
と
き
の
生
活

の

支
え
に
な
る
の
が
年
金
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
病
気
や
事
故
の

と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
未
納
期
間

が
多
い
と
、
将
来

老
齢
年
金
さ
え
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は

き
ち
ん
と
納
め
ま
し

ょ
う
。

納
付

は
便
利
で
確

実
な
口

座

振
替
で

保
険
料
は

、
市
役
所
か
ら
送

ら
れ
た
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
で

納
付
し
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
納

付
の
手
間
が
省
け
し
か
も
確
実

で

す
。

お

申
し

込

み

は

、
金

融

機

関

（
郵

便

局

を

除
く

）
で

行

っ
て

い

ま

す
。

病
気
、
失
業
、
営
業
不
振
な

ど
で
、
所
得
が
な
く
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

平
成
６

年
度
の
免
除
申
請
は

４

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

４

月
初
旬
に
送
ら

れ
た
納
付

書

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
申
請
は
一
年

ご

と
に
更
新
が
必
要
で

す
。

保険料の額（平成５年度）
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給

資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

※
免
除
期
間
の
年
金
額
は
納
付

し
た
場
合
の
三
分
の
一
に
な

り
ま
す
が
、
十
年
以
内
で

あ

れ
ば
さ
か
の
ぽ
っ
て
保
険
料

を
納
め

る
こ
と
の
で
き
る
追

納
制
度

が
あ
り
ま
す
。

世代と世代の助け合い

国民年金は、高齢者だけのものではあ

りません。障害者になってしまったとき

にも、保障される制度ですから、まだ加

入していない学生さんは､すぐに加入を。

国民年金は、20歳以上のすべての方が加入し、若い世代の負

担がお年寄り に年金を支給して生活を支える「社会的な助け合

い」制度で す。また、病気やけがで障 害者 になっ てしまったと

き、夫 に先立たれたときなどにも 支給さ れる「国民がお互いに

助け合う制 度」でもあり ます。

日 本は世界一の長寿国となり、ますます年金制度の役割が大

きくなってき ています。やがてだれにでも 訪れる老後を安心し

て暮ら すためにも、必ず国民年金に加入し ましよう 。

蠢国民年金課

国民年金に加入して、社会の一員とし

ての義務を果たせたような気がします。

老後のことはまだ考えていませんが、

これを機会に考えて見たいと思います。

給付

三
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
暮
ら
し
を

支
え
ま
す

六
十

五
歳
に
な

っ
た
ら
・

老
齢
基
礎
年

金

六
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す

実

正
1
5年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、

旧
法

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
）。

受

給
資
格
＝・
保
険
料
を
納
め

た
期
間
が
二
十
五
年
以
上
（
保

険
料
免
除
期
間
を
含
む
）。

た

だ
し
、
生
年
月
日
に
応
じ
て

受

給
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
人
も
い

ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
額
（
平

成
５
年
度
）
＝・
年
額
七
十
三
万

七
无
一
舌

円

（
二
十
歳
か
ら
六

十

歳
ま
で
の
四
十
年
間
に
保
険

料
の
滞
納

が
な
い
場
合
）

※
た
だ
し

、
昭
和
1
6年
４
月

―

日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、
昭

和
3
6年
４
月

よ
り

、
満
六
十

歳
の
前
月
ま
で
未
納
な
く
納

め
て
い
れ
ば
満
額
受
け
取
れ

737,300円×保険料納付済月数十(保険料免除月数×1/3)　　　　　　　　　　　

※加入可能年数×12

※昭和16年４月２日以 後生まれの人 につい ては、40年。そ れ以 前の生

まれ の人 については、生年月日 によって異なりま す。

国
民

年

金
に

加

入

し
て

い

る

間

に
、

け

が
や

病
気
で

一
級

か

二

級
の

障

害

者
に

な

っ
た

と

き

に

支

給

さ

れ
ま

す

。

受
給
資
格
・
①
百
害
認
定
日

（
初

診
日

か

ら

一

年
六

ヵ

月

を

経
過

し

た
日

、
ま

た

は

病
状

が

固
定

し

た
日

）

に

政

令
で

定

め

ら
れ
た
一
・
二
級
の
障
害
に
六

十

五

歳

前

に
該

当

し

て
い

る
こ

と

②
初

診

日

前
に

加

入

期

間
の

三
分

の

二

以
上

の

保

険

料

納
付

済

期
間

（
保

険

料
免

除

期

間
を

１級障害921,600 円

２級障害737,300 円

子ども１ 人につき212,500 円加算

３人目以降１人当たり70,800円加算

含
む

）が
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
平
成
８

年
３

月
3
1日

前
の
場
合
ば
、
直
近
の

一
年
間

に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

夫
に
先
立

た
れ
た
ら
・

遺

族
基
礎
年

金

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
一
緒
に
生
活
し

て
い
た
十
八
歳
未
満
の
子

（
障

害
者
は
二
十
歳
未
満
）
が
い
る

妻
、
ま
た
は
十
八
歳
未
満
の
子

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
…
被
保
険
者
が
死

亡
し
た
前
々
月
ま
で
に
納
め
た

期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
を
含

む
）

が
、
加
入
期
間
の
三
分
の

二
以
上
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

平

成
８

年
３
月
3
1日
以
前
に
死

亡
し
た
場
合
は
、
直
近
の
一
年

間
に

保
険
料
の
滞
納

が
な
い
こ

と
。

遺族基礎年金の年額

基本年金額ｱ37,300 円

子ども１人につき212,500 円加算

３人目以降１人当たり70,800 円加算

第１号被保険者が受けられる年金

●付加年 金

定 額の保険料に月額400 円 の付加保険料

を上 乗せし て納めると、１ヵ月 当り200 円

刈寸加保 険料納付済月 数が、 老齢基礎年金

に加 算さ れます。

●寡 婦年金

25 年以 上（保険料免除 期間を含む）加入

し老齢基礎年金を受ける前に、夫が死亡し

た場合、妻が60歳から65歳になるまでの間、

夫 が受けること ができ たはずの老齢基礎年

金の４ 分の３が受けら れます。

●死亡一時金

保険 料を３年以 上納めた人 が、年金を受

け ずに死亡した場合、 生計を同じく してい

た遺族に 支給さ れます。

加
入
者
に
は
融
資
、

保
養
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

メ
リ
ツ
ト
が
あ
り
ま
す

低

金
利

の

住

宅

資

金

が

借

り

ら

れ

ま

す

三
年
以
上
国
民
年
金
に
加
入

、

最
近
の
二

年
間
の
未
納
が
な
い

人
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
を
住

宅
金
融
公
庫
と
併
用
し
て
借
り

ら
れ
ま
す
。

年

金

を

担

保

に

貸
し

付

け

を

受

け

ら

れ

ま

す

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
金
を
受
け

る
権
利
を
担

保
に
、

年
額
の

∵

五
倍
以
内
（
最
高

二
百
万
円
）ま
で
借
り
ら
れ
ま

す
。

税

金

が
安

く

な

り

ま

す

支
払
っ
た
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の

と
き
に
申
告
す
れ
ば
、
全
額

が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

保

養

セ

ン

タ

ー

を
安

く

利

用

で

き

ま

す

全
国
各
地
に
あ
る
国
民
年
金

保
養
セ
ン

タ
ー
を
割
安
な
料
金

で
利
用
で

き
ま
す
。
保
養
セ
ン

タ
ー
の
一
覧
表
は
、
国
民

年
金

森のホ－ル21

チケットガイド

5/15( 日)午後６時(大ホール)開演　曲

目ベートーヴェン／交響曲第７番イ長

調OP.92　 モーツァルト／ディペルデ

ィメントニ長調K ―136など　入場料Ｓ

＝肌000円Ａ＝8,000円Ｂ＝７000円

3/4R 午前10時発売開始

黜 文化振興財団≪84-5050 番小 沢征 爾

スプリングコンサート

3/2

0
3 /20(日〉午後２ 時 開 演(大 ホ ール) 指 揮山岡 重 信　ソリ スト 干 葉 馨

(ホ ルン) 演奏 ニュ ーフィ ル ハ ーモニ ー オーケ スト ラ 干 葉　 曲目

スツ ペノ 歌 劇「 軽騎 兵」 序曲 スメタ ナノ 交響 詩「 我 が祖国 」より「 モ

ルダ ウ」 モ ーツ アルト ノ ホル ン交 響曲 第１ 番 二長 調／交 響曲 第副

番八 長 調「ジ ュピタ ー」 入 場料全席2,000 円

黯文 化振 興 財団 昔84 －5050 番

梅 沢富美男特別公演

4/1

64/1603 午後２時・６時開演(大ホール)

入場料Ｓ＝5,000円

[牋フフイエスき03 一 3355 － 3553番

トロカデロ・デ・モンテカルロ

バレエ団来日10周年記念ツアー

8/4

８／４困午後６時30分開演(大ホール)

入場料Ｓ＝8,000円　Ａ＝Z,000円　B=6,000 円

蠢オデツセー酋03 - 3408 - 0331番

贈与税の申告も

お忘れなく

平

成
５

年
中

に

、

個
人

か

ら

土

地

・

建

物
・

現

金

・
預

貯

金

な
ど

の

財

産
の

贈

与

を
受

け

た

人

で

、

贈

与
の

財

産
の

価

額

の

合
計

額

が
六

十

万

円

を
超

え

る

人

は

、

贈

与
税

の

申

告

が
必

要

で

す

。

「
配

偶

者
控
除

の

特
例

」
や
「
住

課
に
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は

直
接
施
設
へ
し
て

く
だ
さ
い
。

保
養
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
全
国
国
民
年
金

福
祉
協
会
連
合
会

一`
0
3－3
4

8
5
－
1
4
1
1

番
へ

松
戸
か
ら
手
ご
ろ
な
距
離
に
あ

る
保
養
セ
ン

タ
ー
「
そ
と
ぼ
う
」

明るい暮ら しは納税から

宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
」

を
受
け

る
人
は
、
贈
与
税
の
か

か
ら
な
い
場
合
で

も
申
告
が
必

要
で

す
。

黷
松
戸

税
務
署
四
6
3－
1
1
7

1
番
、
税
務
相
談
室
松
戸
分
室

・
1
6
7
1
5
4
1
6番

相談のこ案内
相談はすべて無料です。お気軽にご利用を。

相 談 名 日　　時 会　場

商人よろず相談

鵄商工課振興係

3/2H0 ・16(水)

4/6C 水)・20(水)
午前10時3〔}分～

午後３時30分

市役所 相談

コ ーナ ー

労働相談
熹商工課労政係

毎月第1 ・第３月曜日

午後１時～５時

市 役所 相談

コ ーナ ー

消費生活苦情相談

撚哨 費生活センタ

-S65-6565 番

月～金曜日

午前９時～午後４時

消費生 活セ

ンタ ー

女性就業相談

鵄簡工課労政係

毎週水・金曜日
午前10時～午後４時

女 性就業相

談室

※労働相談は柏 労働基準監督署（き0471  -63 一〇245番）

でも 行っていま す。

相 談 名 日　　　　時 会場

法 律 相 談

毎週火 ・木曜日と毎月 第２ ・第４月曜日

午後１ 時～５時、毎月 第１ 月曜日 午前９

時～正 午(い ずれも 予約制)

市
役
所
相
談コ

｜
ナ
｜

税 務 相 談 3/11R ・4/803 午後1 時～５時

登 記 相 談 3/18R ・4/15R 午後1 時～４時3C}分

行 政 相 談
3/14(1月)・28回)・4/11(1月)・25(月)

午後１ 時～３時

住 宅 相 談 毎週水曜日午前10時～午後４時

発 明 相 談 3/9t 水)・4/13C水)午後１時～３時

交通事故 ・市

政・一般相 談
毎日午前８時30分～午後５時 な

心配ごと・人権相談巡回年金相談

会　 場 日　　　時

市役所相談
コ ー ナ ー

第１～第４金曜日

昌

端

牟

?t

時

常盤平支所 3/2C 水)・○16圉4/6C 水)・O2(X刺

馬 橋 支 所 c3/7( 月〉・c4/4(, 月)

六 実 支 所 c3/1C 火)・c4/5( 火)

小金原市民
セ ン タ ー

3/10内・○24困4/7C 木)・○21附

小 金 支 所 3/1( 火)・4/5C 火)

新松戸市民

セ ン タ ー

○３／２冰)・c2300

○４／６(水)・○2〔X水)

※小 金支所の人権相談 の受 付時間は３月

の み午後１ 時～４時

※○EDは心配ご と相談 のみ

※人 権相談は千 葉地方 法務局松戸支局

063-6278 番) でも 行っていま す。

菎 人権相談こ援護 課庶 務ｲ系、心配ご と相

談＝社会福祉協 議会 昔68-0503 番

会　 場 日　　時

常盤平支所 3/1  ('火)・4/1c

高

論

↓

?t

時

小 金 支 所 3/4R ・4/5C 火)

小金原支所 ３／８(火)・4/8c

馬 橋 支 所 3/11 働 一4/12C火)

六 実 支 所 3/15CW・4/15R

新松戸支所 3/18R ・4/ 似火）

矢 切 支 所 3/22M ・4/22R

東 部 支 所 3/25R ・4/26C火)

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期
間

を
４

月

に

変

更

毎
年
３
月
１
日
～
2
0日
の
間

に
行
っ
て
い
る
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
地
方
税
法
改

正
の
関
係
で

、
今
年
に
限
り
４

月
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

縦
覧
期
間
は
、
決
ま
り
次
第

広
報
ま
つ
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

龠

資
産
税
課
税
課

国

土

利

用

計

画

法

の

届

け

出

対

象

面

積

が
変

更

に

市
内
全
域
は
、
国
土
利
用

計

画
法
に
よ
り
監
視
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

市
街
化
区
域
に
つ
い
て
は
、
３

月
１
日
㈹
以
降
、
届
け
出
対
象

面
積
が
「
百
平
方
劼
以
上
」
か

ら
「
三
百
平
方
μ

以
上
」
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

黷
都
市
計
画
課
指
導
係

市

立

病

院

再

来

の

方

は

磁

気

入

り

診

察

券

を

忘

れ

ず

に

お

降

ち

く

だ

さ

い

２

月
2
1
日

㈲

か
ら

、
再

来

患

者

の

受
け

付

け

は

、
自

動

再

来

受

付

機

を
使

用

し

ま
す

の
で

、

磁

気

入
り

の

診

察

券

を
忘

れ

ず

に

お

持
ち

く

だ

さ
い

。

蠢

市

立

病
院

庶

務

課

電
算

係

四

6
3－

り
乙
１

７

１

内

線
（
乙
０
７

１

番

自動再来受付機

市

立

病

院

形

成

外

科

が

休

診

し

ま

す

３

月
３
日
團
の
形

成
外
科
外

来
は
、
医
師
が
学
会
に
出
席
の

た
め
、
休
診
し
ま
す
。

蠢
市
立
病
院
形
成
外
科
外
来
四

6
3
－
2
1
7
1

内
線
1
1
4
5
番

匝市 民相談 室（ 金銭問題の相 談も行 います）

※上記以外 の日 は国民年金課 へ

圜 国民年金課適用係

２

月
2
7
日

㈲

は
市

税

の

納

付

を

受

け

付

け

ま

す

２
月
2
7日
㈲
午
前
９
時
～
午

後
４
時
の
間
、
市
役
所
収
納
課

と
各
支
所
で
市
税
の
納
付
を
受

け
付
け
ま
す
。

蠢
収
納
課
管
理
係

２

月

は

特

別

土

地

保

有

税

（

取

得

分

）
の

申

告

納

付

月

対
象

平

成
５

年
１

月

―
日

か

ら
1
2
月
3
1
日
の
間
に
、
市
内
の

土

地
を

合

計
で

千

平

方

片
以

上

取

得
し

た

個
人

と

法

人
　

税
額

土

地
取

得

価

額
に

三
％

を

乗
じ

た

額
か

ら

、

不
動

産

取

得

税
相

当

額
を

控

除
し

た

額
　

申

告
納

付

期
限

２

月
2
8
日

囲

瀕

税
制

課

諸

税
係

３

／

１

～

７

は

建

築

物

防

災

週

間

で

す

期
間

中

、
市
で

は
、

学

校
・
デ

パ

ー
ト

ー
ホ
テ

ル

ー
ビ
ル

等
の

特

殊
建

築

物

を
対

象

に
し

た

防

災

査
察

な

ど
の

点

検

を

実
施

し

ま

す
。

災
害

の

な
い

安

全

な
街

づ
く

り

に

、
皆

さ

ん
の

ご
理

解
と

ご

協

力
を

お

願

い
し

ま

す

。

黯

建

築
指

導

課

建
築

指

導

係

雇

用

促

進

事

業

団

の

財
形

教

育

融

資

融
資
の
対
象
高
等
学
校
・
短

大
・
大
学
・
専
修
学
校
・

各
種

学
校
等
の
入

学
金
・
授
業
料
・

教
科
書
代
・
下
宿
代
等
の

居
住

費
用
な
ど
　

融
資
額
財
形

貯
蓄

残
高
の
五
倍
以
内
で

、
進
学
資

金
（
初

年
度
了

三
百
万
円

、
修

学
資
金
（
二
年
度
目
以

降
了

百

五
十
万
円
　

利
率
年
五
・
二
二

％
　

返
済
期
間
八
年
以

内

圉

財
形
教
育
融
資
業
務
取

扱
店

の
掲
示
の
あ
る
金
融
機
関
へ

蹇

雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇
用

促
進
セ
ン
タ
亠
1
0
4
3
－
2
4
8
－
7

7
6
6

番

確定申告は正しくお早めに

申告と納税は3/15までです

納付 加入

小沢征爾指揮
新日本フイル特別公演

5/1

5

梅沢富美男

ご利用ください

国 民年金 相
談コ ーナー

を開設します

２ 月24B 困･25
ｕ囹

午前10時～午後4
時

j会場　伊勢丹松戸店11階

イレブンスポット

※納め忘れの保険料の収

納も行います。

鵄国民年金 聚保険料
係

特典

本町佐藤博紀さん（学生）

定額保険料 月額10,500 円

付加保険料　月額　400 円

(第一号被保険者で希望 する人)

※平 成６年度の定額保険料は11,100 円です。

国民年金の保険料は，年齢 一所得・性別 こ

関係なく 全国一 律です。

保
険
料
の
免
除
制
度

国民年金は

あ
な
た
は
何
号
被
保
険
者
？

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

新松戸　臼井喜代子さん

も
し
も
病
気
や
け
が
を
し

た
ら
・
障
害
基
礎
年
金

ま

す

。

3・4 月

障害基礎年金の年額

あなたの老齢基礎年金は
計算式



パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
催
し

物
・
展
示
案
内

行事名 日　時 講　　師 対象 内　　容

みどりの教室

｢松戸の野草｣

3/13(1日)

午後１時～３時
白鳥四郎氏

先着

40人

春に咲く野草のお話のあと野

外で 観察と 草花遊びを する

みどり の講習会

｢ハ ープ の利用

法｣

3/20(1日)

午後１時～３時

ジャパンハープソサエティ

黒潭今日子氏

先着

24人

ハ ープ の香り を楽しむポプリ

など の作り 方と 利用 法の 講習

費 用無料

晤 電話でパークセンタ ー酋45－8900 番（月曜休館）へ

期　間 展　示　内　容

2 /20 く日卜27( 日) 企画展「公園の詩季」

3/1C 火)～６(日)
野鳥の写真コンク ール入選作品展

刻 まつど街と 水辺 の緑化基金

12(二L)～倒日)
春の盆栽展

(初日 本盆栽協 会松戸支部

諠日)～31附 企画展「昆虫画展」

醴パークセンタ ー酋45－8900 番（月 曜休館）

梅も見ごろ になり まし た(戸定ヶ 丘歴史公圜)

グ

レ

ン

ー
ミ

ラ

ー

オ

ー

ケ

ス

ト

ラ

生

誕

九

十

周

年

記

念

コ

ン

サ

ー

ト

３

月
1
0
日

困

午

後
６

時
3
0
分

か
ら
　

会
場

痳
の

ホ

ー
ル
2
1
大

ホ

ー
ル
　

費
用

Ｓ

席

上
（

千

円
・

Ａ

席
＝

五

千

円

閲
松

戸

工

業

連

合
会

文

化

活
動

協

力
会

・
上

野
S
6
3
－
4
3
7

4
番

（
土

・
日

・
祝

日

を

除

く

午

後
１

時

～
５

時
）

成

人

歯

科

健

康

診

査

対
象
３

月
3
1日
ま
で
に
四
十

歳
以
上
に
な
る
人
　
内
容
口
腔

内
診
査
と
相
談
・
指
導
　

期
間

３
月
3
1日
困
ま
で

兩
直
接
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て

閲
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係
昔

6
6
1
7
4（
Ｘ）（
ｈ
り番

移

動

園

芸

相

談

内

容
春
の
園
芸
作
業
の
講
習

と
相
談
　
相
談
員
元
千
葉
大
園

芸
学
部
文
部
教
官
・
渡
辺
重
吉

郎
氏
　
定
員
各
先

着
三
十
人

費
用

無
料

期日 会場 時間

2/23 團 六実市民センター

氷

晶

3/10W 小金市民センター

11廊 古ヶ崎市民センター

匣
当
日
会
場
で

問
パ

ー
ク
セ
ン
タ
１

容
4
5－
8

9
0
0

番

催

し

物

サ

ン

デ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
３

月
６
日
面
午
後
１

時
3
0分

～
４

時
3
0分
　

会
場
森
の
ホ

ー

ル
2
1レ

セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

内
容
社
交
ダ
ン
ス
の
パ
ー
テ
ィ

ー
　
費
用
五
百
円

閲
サ
ン

デ
ー
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル

・
中
安（
3
4
4－
2
1
4
3

番（
夜

間
の
み

）

福

祉

シ

ョ

ッ

プ

作

品

展

示

即

売

会

２

月
2
1日
囲
・
2
2日
㈹
、
午

前
９

時
～
午
後
４

時
　
会
場
市

役
所
本
館
新
館
一
階
連
絡
通
路

出
店
施
設
ひ

ま
わ
り
作
業
所
・

ア

ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
・
喜
楽
家
・

い
ぶ

き
の
広
場

醴
し
あ
わ
せ

課
給
付
係

保
健
衛
生

ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接

種

ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
反

応

検
査

＝
３

月
７
日
側
、
判
定
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ

接
種
＝
９
日
困

、
と
も
に

午

後
１

時
1
5分
～
２

時
3
0分
　

会

場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
申
し

込
み
を
す
る
人

生
後
三
ヵ

月
以

上
四
歳
未
満
の
人
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
一
度
も
受
け
た
こ

と
が
な
く
、

ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

※
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ
の
問
診
票
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
そ
れ
で
受
け
ら
れ
ま

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会２
月
2
3日
困
～
2
5日
窗

、
午

前
９

時
～
午
後
４

時
3
0分
　

会

場
市
役
所
本
館
新
館
一
階
連
絡
’

通
路
　
内

容
陶
芸
・
木
彫
な
ど

閲
の
ぞ
み

学
園
登
6
8－
1
6
3

2
番

不

況

対

策

相

談

室
「
夜

間
・

窓

口

相

談

」

２

月
2
3日
～
３

月
2
5日
の
毎

週
水
・
金
曜
日
、
午
後
５
時
～
８

時
　

会
場
松
戸
商
工
会
館

汰
決
算
指
導
会
（
要
予
約
）
も
行

っ
て
い
ま
す
。

固
松
戸
商
工
会
議
所
不
況
対
策

相
談
室
a
6
4－
3
1
1
1

番

桃

の

節

句

の

お

花

を

生

け

ま

し

ょ

う

２

月
2
5
日

窗
午

後

Ｏ

時
3
0
分

～
２

時
　

会

場
常

盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

二

千

二

百

円

（
花

代

含

む

、
花

ば

さ
み

は

持

参
）

駟
一
活
け

花
サ

ー
ク
ル

さ
く

ら
会
・

渋

谷

登
8
4
1
0
9
3
8

番

ハガキ記入要領
す

。

圃
２

月
2
8日
側
ま
で
に
、
（

ガ

キ
に

右
記
要
領
で

記
入
し
、
〒

2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
上

こ
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
衛
生
課

ツ
反
・
Ｂ
ｃ

Ｇ

係
（
容
6
6－
7

4
8
3

番
）
へ

松

戸

市

書

道

展

覧

会

２
月
2
2日
㈹
～
３
月
６
日
囲
、

午
前
1
0時
～
午
後
６

時
〔
２
月

2
8日
囲
を
除
く
、
３

月
６
日
は

午
後
４

時
ま
で
〕
　

会
場
文
化

ホ

ー
ル
　

費
用
無
料

鼎一
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔

6
6
1
7″４
冖
りｎ
／』番

天

体

観

望

会

３
月
1
2日
出

午
後
４
時
3
0分

～
７
時
（
雨
天
・
曇
天
の
と
き

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
利
用
）

会
場
手
賀
沼
親
水
広
場
　
対

象

小

学
四
年
生
か
ら
中
学
三

年
生

ま
で
の
子
と
そ
の
親
・
先
着
二

十
組
　
費
用
無
料
　

持
ち
物
懐

中
電
灯
・

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・

は
さ
み

圃
３

月
１
日
収
か
ら
電
話
で

、

ま
た
は
直
接
手
賀
沼

親
水
広
場

昔
8
4－
0
5
5
5

番
へ

Ｄ
Ｐ

Ｔ
（

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日

せ
き
・
破
傷
風

混
合
）

予

防
接
種

接
種
揚
所
市
内
の

委
託
医

療

機
関
（
問
診
票
と
同
封
の
医

療

機
関
一
覧
表
の
中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
）
　

対
象
一
期
＝

生

後
三
ヵ
月
～
四
十
八
ヵ
月
未
満

の
人
で
、
三
回
接
種

（
生
後
四

十
八
ヵ
月
～
七
十
二
ヵ
月
未
満

の
人
と
百
日
せ

き
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
は
、
Ｄ
Ｔ

一
ジ

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
混
合
〕
で

接

種
し
ま

す
）

二
期
＝
一
期

終
了
後
十
二
ヵ
月
～
十
八
ヵ
月

の
間
に
一
回
接

種
　
申
し
込
み

を
す
る
人
一
期
（
三
回
）
、
二
期

二

回
）
を
接
種
し
て
お
ら
ず

問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
入

汰
平
成
５

年
1
0月
１
日
～
幵一
月

ス
ポ
ー
ツ

雪

に

親

し

む

会
（
ス

キ

ー

）

３

月
2
4日
困
午
後
1
0時
伊
勢

丹
松
戸
店
前
集
合
、
2
7日
囲
午

後
1
0時
松
戸
帰
着
予
定
　

場
所

蔵
王
ス
キ
ー
場
　
対
象
市
民

費
用
大
人
四
万
二
千
円
・
小
学

生
ま
で
四
万
円
（
往
復
バ
ス
代
・

二
泊
五
食
分
・

保
険
料
含
む
）

定
員
先
着
三
十
八
入
（
子

供
一

人
で
の
参
加
は
小
四
以

占

圉
松
戸
市
ス
キ

ー
連
盟
・
高
橋

登
6
2－
1
8
0
0

番
へ

ハガキ記入要領
3
0日
生
ま
れ
の
人
で

、
１
月

末
ま
で
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
は

、
３

月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
以

前
の
問
診
票

を
持
っ
て
い
る
人
は

、
そ
れ

で

受
け
ら
れ
ま
す
。

惠
ハ
ガ
キ
に
右
記
の
要
領
を
記

入
し
て
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七

四
上

二
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
保

健
衛
生
課
Ｄ
Ｐ
Ｔ

係
（
容
6
6－

7
4
8
3

番
）
へ

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス
（

硬

式

）

教

室４
月
～
1
1
月
の
毎
週
日
・
月
・

金

曜

日
の

う
ち

週

一

回

、
午

後

７
時
～
９
時
　
会
場
金
ヶ
作
公

園
庭

球

場
　

対

象

市

内

在
住

・

在

勤

の
人
　

費

用

一
万

八

千

円

匣
３

月
1
0
日

困

必

着
で

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番

号

・

希
望

曜

日

（
第

三

希

望

ま
で

）
を

記

入
し

、

〒
2
7
0松

戸

北

郵

便
局

私

書

箱

こ

一
号

松

戸

市
テ

ニ

ス

協

会

へ

昌

松
戸

市

テ
ニ

ス

協

会

・

平

木

登
4
8－
6
7
8
4

番

テ

ニ
ス
市
民
大
会

（
シ

ン
グ

ル
ス
）

会
場
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
　
容
4
8
－
6
7
8
4
番

費
用
一
組
千
五
百
円

座
３

月
１
日
㈹
必
着
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
で

〒
2
7
0
松
戸
北
郵

便
局
私

書
箱

こ
一
号
松
戸
市
テ

ニ
ス

協
会
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
返

信
用
封
筒
（
八
十
円
切
手
を

張
る
）
を
同
封
し
て

請
求
し

て
く
だ
さ
い

。

問
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木

種 目 期 日

予

選

一般男子 ３／２７・ ４／ ３ ・１０

各
日
曜
日

一般女子

４／１０・５／８
本

戦

壮年男子35・45・
叨・55・60歳以上

壮年女子40・45・
50歳以上

一般男女 5/15( 予備日6/26)

麻
し

ん

予

防

接

種

接
種
場
所
市
内
の
委
託
医
療

機
関
（
問
診
票
と

同
封
の
医
療

機
関
一
覧
表
の

中
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
）
「
対
象
生
後
十
二

ヵ

月
～
七
十
二
ヵ
月
未
満
　

申

し
込
み
を
す
る
人

麻
し
ん
の

予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、

問
診
票
を
持
つ
て
い
な
い
人

寮
平
成
５

年
１
月
１
日
～
２
月

2
8日
生
ま
れ
の
人
で
、
１
月

末
ま
で

に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
は
、
３
月
上
旬
に

送

付
し

ま
す

。

ハガ キ 記 入要 領圃
ハ
ガ
キ
に
右
記
の
要
領
を
記

入
し
て

、
干
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花

七
四
－

三
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
衛
生
課
麻
し
ん
係
（
登
6
6

－
7
4
8
3

番
）
へ

申

し

込

み
を

す

る

人

生
後

三

ヵ

月

以

上
四

歳

未

満
で

、
二

回

飲

み

終
え

て

お

ら

ず

問
診

票

を

持

っ
て

い

な

い

人

（
以

前

の

問

診

票

を

持
っ

て
い

る
人

は

、

そ

れ
で

受
け

ら

れ

ま

す

。
平

成
５

年
1
0
月
１

日

～
1
1
1
1

一
月
3
0
日

生

ま

会 場 名 日　 程 時間

中 央 保 健 セ ン タ ー 3/22( 火〉5 /27閨

午
後
１
時

15

分
Ｓ
２
時

30
分

五 香 市 民 セ ン タ ー ３／８(火)5/11 困

松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 3/10'困 5/17 関

小 金 北 市 民 セ ン タ ー ３／４刪 5/12 困

東 部 市 民 セ ン タ ー ３／９困 5/18 團

馬 構 東 市 民 セ ン タ ー ３／１図 5/12 内

健 康 増 進 セ ン タ ー 改修工事 5/23(1月)

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 3/4 廊 5/116N
明 市 民 セ ン タ ー ３／３困 5/13c
古 ヶ 崎 市 民 セ ン タ ー ３／７(月)5/17 図

棯 台 市 民 セ ン タ ー ３／２伽 5/13 圖

小 金 原 市 民 セ ン タ ー 3/15 図 5/19 困

新 松 戸 市 民 セ ンタ ー ３／２團 5/16(1月)

小 金 市 民 セ ン タ ー 3/16 團 犬
小 金 保 健 セ ン タ ー へ 5/25 困

常 盤 平 市民 セ ンタ ー 3/18R 5/26 困

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 3 /11圀 5/23 回

六実市民センタ ー別館 3 /11廁 5/24 吹）

二十世紀が丘市民センター 3/15W 5/16 旧）

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………c66-0010 番
平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜日・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番
衛生会館内・午後８時～11時

野鳥観察会(千駄堀池)

れ
の
人
で

、
１

月
末
ま
で
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
に

は
、

３
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
）

毘
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ

花
七
四
－

三
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
保
健
衛
生
課
ポ
リ
オ
係
（
容

6
6－
7
4
8
3

番
）
へ

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

情 報
チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、
市の主催です。



博

物

館

講

座

「

あ

る

く

講

座
-
柳
田
國
男
と
利
根
川

図

誌

を

あ

る

く

」

３

月
2
6
日

宍

雨
天

順

延

〕
午

前
幵
一
時
Ｊ
Ｒ

成
田

線

布

佐
駅

集

合

、

午
後
４

時

現
地

解

散
　

対

象

高

校
生

以
上
　

定

員
二

十

人

（

応
募

多

数
の

場
合

は

抽
選

）

講

師
市

立

博

物

館
学

芸

員
　

費

用

約
二

千

円

（

交
通

費

・
地

図

代
・
保
険

料
）
　

内

容

利

根

町
・

我

孫
子

市

・

印
西

町

（

全
行

程

約

十
五

諺
）

圃
３

月

４
日

廊
ま

で

に

、
往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
「
あ
る
く
講
座
希
望
」
と

明

記
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市
千

駄

塑
（

七

一

市

立

博
物

館

あ
る

く

講

座

係
（

昔
8
4－
8
1
8
1

番
）

へ※
３

月
2
0
日

㈲

午
後

１

時
～

３

時
に

事

前

勉

強
会

を

行
い

ま

す

。
申

し

込
み

は

、

勉

強
会

に

参
加
で

き

る
人

に

限
り

ま

す

。

学

芸

員

定

期
講

演

会

「
縄

文

時
代

の

編

物

」

３

月
1
3日
囲
午
後
１

時
3
0分

か
ら
　
会
場
市
立
博
物
館
　
定

員
当
日
先
着
八
十
人
　

講
師
市

立
博
物
館
学
芸
員
　

費
用
無
料

閲
市
立
博
物
館
a
8
4－
8
1
8

1
番

図

書

館

市

民

講

座

「

製

本

講

習

会

」

３

月
４

日

廊

午

後
↓

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分
　

会

場

市

民
会

館

内

容

和

と
じ

製

本
　

講

師

島
原

安
三

氏
　

定
員

先

着

四
十

人

費

用

教

材
費

七

百

円

圉

電

話
で

図

書

館

本
館
｛
一一
6
5－

［
Ｄ
１

１
［
Ｄ
番

へ

講
座
・
講
演

無

添
加

料

理

教

室

２

月
2
5日
窗
午
前
1
0時
～

午

後
１

時
　
会
場
市
民
会
館
　
内

容
カ
ル
シ
ウ
ム
う
ど
ん

こ
つ
ぐ

い
す
も
ち
　

持
ち
物
ふ
き
ん
・

エ

プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
　

定
員

先
着
三
十
人

費
用

無
料

圃
電
話
で

松
戸
市
消
費
者
の

会

深
谷
（
豊
8
7－
1
6
4
6

番
）

へ

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

２
月
2
6日
出
午
前
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
青
少

年
会

館
樋
野
口
分
館
　

費
用
無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
人
（
三
十

歳
未
満
優
先
）
　

定
員
先
着
二

十
人
　

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き圃
電
話
で
青
少
年
会
館
容
4
4－

只
）［ａ
［
Ｄ
冖０
番
へ

図

書

館

市

民

講

座

「
美

術

館

と

音

楽

ホ

ー

ル

鑑

賞

の

会
」２

月
2
7日
㈲
午
前
９
時
1
5分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
前
集

合
　
行

き
先
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン

美

術
館
（
モ
ネ
展
）
、
東
京
駅
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
フ
ィ

レ
ン
ツ

ェ

ー
ル

ネ

サ
ン
ス

素

描
展
）
、
カ
ザ
ル
ス
ホ

ー
ル

テ

マ
チ
ュ
ア
室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

）
　
定
員
先
着
三
十
人

費
用
入
館
料
二
千
七
百
円
、
交

通
費
各
自
負
担

圃
２
月
2
2日
㈹
午
前
９

時
か
ら

電
話
で
図
書
館
本
館
登
6
5－
5

1
1
5

番
へ
（
一
件
に
つ

き
二

人
ま
で
）

カ

ラ

テ

ビ

ク

ス

公

開

講

座

２
月
2
5日
幽

午
後
７

時
か
ら

会
揚
青
少
年
会
館
　
講
師
長
谷

川
栄
子
氏
　

費
用

無
料

惠

カ
ラ
テ
ビ
ク
ス

同
好
会

こ
咼

橋｛
一一
4
2－1
9
6
0

番
へ

飼

い
犬

の
し

つ

け

教

室

３
月
３
日
閑
午
後
１

時
3
0分

か
ら
　

会
場
東
葛
飾
支
庁
　
内

容

犬
の
種
類
と
性
質
・
健
康
管

理
・
し
つ
け
方
　
対
象
犬
を
飼

っ
て
い
る
人
・
先
着
二
十
人

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
食
品
衛

生
課
登
6
6－
2
1
2
1

番
へ

木

版

画

入

門

講
座

３

月
２
日
～
3
0日
の
毎
週
水

曜
日
、
午
後
１

時
～
３
時
　

会

場
青
少
年
会
館
　

定
員
先
着
二

十
人
　

費
用
三
千
円
（
教
材
費

含
む
）

兩
電
話
で
彩
版
画
グ
ル

ー
プ
・

飯
田
昔
4
6
1
5
1
4
7
番
へ

市役所 においでの方 へ

２月・３月は駐車揚が特

に混雑します。ご来庁の際

は、電車・バス等をご利用

ください。

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

２

月
2
2日
㈹
午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0
分
　
会
場
市
民
劇
場

費
用
テ
キ
ス
ト

代
二
千
七
百
円

（
初
参
加
の
人
の
み
）

閲
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容

6
6－

７
４（
りｎ
乙
番

川

と

海

と

水

の

講

演

会

３
月
４
日
窗
午
後
ｏ
時
5
0
分

～

４

時
3
0
分
　

会

場

市

民
劇

場

内

容

講

演
ａ

「
川

と

海
と

水

の

は

な
し
」
写

真
家
・
中

村
征

夫
氏

、

映

画

＝
「
う
み

、
そ

ら

、
さ

ん

ご

の

い

い
つ

た
え
」
椎

名

誠

監
督

、

イ

ベ
ン
ト

＝

「
女

性
コ

ー
ラ

ス

に

よ

る

水
と

み

ど

り
の

歌
」
コ

ー
ル

ー
メ
イ

ほ

か
　

費

用
無

料

圀

景

観

担
当

室

川

を

き

れ
い

に

す

る

推

進

本

部

（
市

役

所
内

）

女

性

就

業

技

術

講

習

会

４

月
７
日
か
ら
６

月
２
日
ま

で
の
火
・
木
・
金
曜
日

（
全
二

十
一
回
）
、
午
前
９

時
3
0分
～
午

後
３
時
3
0分
　

会
場
市
川
市
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

科
目
経
理

事
務
科
（
簿
記
検
定
三
級
程
塵

対
象
就
職
を
希
望
し
て
い
る
女

性
　

定
員
三
十
人
　

費
用
無
料

（
教
材
費
な
ど
自
己
負
担
）

惠
２

月
2
2日
㈹
・
2
3日
市
、
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
（
正
午
～

午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
の
間

に
、
本
人

が
印
鑑
と
官
製
（

ガ

キ
を
持
参
し
、
直
接
市
川
市
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
商
工
会
館
へ

閲
千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
１
ｓ
0
4
3

－
2
4
7
－
8
5
4
1

番

海外での挙式が

幼いころからの夢でした。

手

編

み

・

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

講

習

会

３

月

①
３

日

困

②
４

日

窗

、

各

午
前
９

時
～

午

後

１

時
　

会

場

①
小

金

原

市
民

セ

ン

タ

ー

②

常
盤

平

市

民
セ

ン

タ

ー
別

館

費
用

三

千

五
百

円
（
教

材

含
む

）

茴

編

物

文
化

協
会

・

安

達

登
4
3

－
6
8
9
8

番

江戸川大学春の公開講座

講座名 日　　時 会場 定員 費用

家族とはなにが

５／７～７／２の隔週

土曜日

午後２時～３時3〔}分

徒 江
歩 戸
十 川
二 大
分 学

⌒
東
武
線
豊
四
季
駅
か
ら

50人 3,000円

詩歌の風土II

５ ／１４～７／９の隔週

土曜日

午後２時～３時30分

情報処理の基礎

ワープロ入門

(OASYSIOOHF使用)

５／７～７／９の毎週

土曜日

午前10時30分～正午

30人 8,0(}O円

匣３月１日（火）から､所定の申込書で〒270－01流山市駒木4Z4江戸川大学公

開講座 委員 会事務局(S0471-52-0661 内線212 番）へ

実

践

話

し

方

教

室

３

月
1
0日
～
４

月
1
4日
の
毎

週
木
曜
日
、
午
後
６
時
3
0分
～

９

時
　

会
場
市
民
会
館
　

費
用

四
千
五
百
円

閲
実
践
話
し
方
研

究
会
・
高
森

登
4
4
1
3
7
8
9
番

簿
記

教
室

会
場
松
戸
商
工

会
館
　

持
ち

物
筆
記
用
具
・
そ
ろ
ば
ん
ま
た

は
電
卓

初級（日商簿記検定３級程度）

期　日 時間 費用 定員

昼コース
3/22C火）
～６／３廁の間

の火曜日と金曜

日（全20回）

午前９時
30分～

竹時30分

参加費
20,000円

（会員10,000円）

※テキスト

代を含む

各
40人

夜コース 午後６時
～８時

こ

ど

も

健

全

育

成

指

導

者

養

成

講

座

２
月
2
2日

㈹
～
３
月
1
0日
困

の
う
ち
六
日
間
、
午
前
1
0
時
～

正

午
　
会
場
婦
人
会
館
　

費
用

無
料

閲
こ

ど
も
課
管
理
係

圃
参
加
費
を
持
っ
て

、
直
接
松

戸
商
工
会
議
所
（
登
6
4－
3
1

1
1

番
）
へ

中級（日商簿記検定２級程度）

期　日 時間 費用 定員

夜コース

3 /22C火）

～6/3R の間
の火曜日と金曜

日（全20回）

午後６時
～８時

参加費
25,000円

（会員15,000円）

※テキスト

代を含む

40人

涙が止まらず父と歩いたバージンロード。

私たちにとって良い思い出となりました。

この挙式に賛成し、快く同行してくれた家

族に感謝しています。

※
こ

の
欄
に
登
場
し
て

く
だ

さ
る
カ
ッ
プ
ル

を
募
集
し

て
い
ま

す
。
　

固

広
報
課

パ

ー

ト

看

護

婦

を

募

集

対

象
五

十

五

歳
ま

で

の

看

護

婦

・

准

看
護

婦
　

業
務

内

容

市

立
小
・
中
学
校
（
児
童
・
生
徒
）

の

結

核
検

診

補

助
　

勤

務

場

所

市

立

小

・
中

学

校

醴

保

健
体

育

課

昔
6
6－
7
4
5

9

番

厚

生

年

金

終

身

利

用

老

人

ホ

ー

ム

入

居

者

募

集

対

象
六

十

五

歳
以

上

の

厚

生

年

金

受
給

者

等
　

入

居

時

期
７

年
４

月

（
予

定

）

所
在

地

千

葉

市

中
央

区

仁

戸

名
町

六

八

二
－

五
　

募
集

内

容

・

費
用

一
入

用

⊥
（

十
三

室

・

二
千

九

百
七

十

万

円

、
二

人

用

上

二
十

三

室

・

四

千
五

百

三

十
万

円

（
消

費

税

別

・
入

居

一

時

金
の

ほ

か
に

、

月

額

管
理

費
・
食

費
等

が

必

要
）

圃
３

月
3
1
日

出

〔
必

着

〕

ま
で

に

、
申

込

書

を

厚
生

年

金
サ

ン

テ

ー
ル

千

葉

開

設
準

備

室

（
a

0
4
3
－
2
2
6－
7
5
0
0

番

）
へ

〔
家

具

〕

◆

シ
ン

グ
ル

ベ
ッ

ド

無
料

一

点

・

一
万

円

二
点

◆

食
器

棚

二

千
円

◆

ス
チ

ー

ル

棚
千

円
◆

洋
服

た

ん

す
八

予
円

◆

子

供

机
三

千

円
◆

口

ッ

カ

ー
た
ん

す
七

千

円

〔
電

気

製

品
〕

◆

グ
リ

ル

付

き

ガ
ス

テ

ー

ブ
ル

五

千
円

◆

小
型

２

ド
ア

冷
蔵

庫

三

千
円

◆

Ｌ

Ｐ

ガ
ス

炊
飯

器

千
五

百

円

◆

イ

オ
ン

ト

リ

ー
ト

メ

ン

ト

六

千

円
◆

電

気

温

風

機
千

円

◆

扇

風

機
千

円

◆

洗
濯

機

三

千

円

◆

加
温

ト
レ

ー
付

き

卓
上

な

べ

千
円

◆

家

具

調
こ

た
つ

二

千

円

◆

布
団

乾

燥

機

三

千
円

◆

パ
ソ

コ

ン

一
万

円

◆
テ

レ

ビ
（
1
4
イ

ン
チ

）

五

千

円

〔

子

供
用

品

〕
◆

Ａ

型

ベ

ビ

ー
力

士

二
千

円
◆

双

子

用
Ａ

型

ベ

ビ

ー
カ

ー
五

千

円

◆

ベ

ビ

ー
ラ

ッ

ク

二
千

円

◆
チ

ャ

イ
ル

ド
カ

ー

シ

ー
ト

二

千
五

百

円
◆

子

供
用

ベ
ッ

ド

五

千

円〔
ス

ポ
ー

ツ
用

品

・
楽

器
〕

◆

タ
イ

ヤ
チ

ェ

ー
ン

（

ゴ

ム

製

旧

／
8
2
R
1
4・
1
8
5
／
7
5
R

1
4・
1
9
5／
7
0
R
1
3に

適

合

）

二

千
円

◆

ス

タ
ッ

ド
レ

ス

タ

イ
ヤ

（
1
7
5／
7
0
R
1
3）
　一
万

円

◆

女

性
用

ゴ

ル

フ

ク
ラ

ブ

（
ハ
ー
フ
セ
ッ
ト
）
・
シ
ュ
ー

ズ

（
二

十
三

惣
）
　一
万

円

◆

エ

レ

ク
ト

ー
ン

無

料

◆

ド
ラ

ム

セ

ッ
ト

無
料

〔
日

用

雑

貨
〕

◆

シ
ン

グ
ル

マ

ッ
ト

レ

ス

無

料

二

点

・
二

千

円

二

点
◆

Ｗ
マ

ッ
ト

レ

ス

無
料

◆

女

性
用

か
つ

ら

（
セ

ミ

ロ

ン

グ
）

五

百

円
◆

ひ

な

人

形

（
七

人

飾
り

）

二
千

円

◆

二

升

炊
き

お

か

ま

・
セ

イ

ロ

二

枚

二
千

五

百

円
◆
「
謡

」

の

教

本

一
万

円

匣

２

月
2
5
日

脂

〔
当

日

消

印

有

効

〕
ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

希

望

品

名

（
品

物

一

点
に
つ

き

一

人

一
枚

）・
価

格
・
住

所
・

氏

名

・

電

話
番

号

（
昼

間

の

連

絡

先

）
を

記

入
し

て

〒
2
7
1

松
戸

市
小

根
本

七
－

八
京

葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ビ
ル
松
戸

市

役

所

消
費

生

活
セ

ン

タ

ー

へ※

相

手
の

紹

介

は

月

末
に

抽

選
し

、
当

選

者
に

電
話

連

絡
し

ま

す

。

紹

介

後
は

自

主

交
渉

に

な
り

ま
す

。

下矢切 岡田　 誠さん　理代さん

募
集
し
ま
す

○

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

２

月
2
4日
團
ま
で
に

、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

３

月
2
0日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で

、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
な

ど
は

扱
い
ま
せ
ん
。

閲
消
費
生
活
セ
ン
タ
１
昔
6
6

－
7
3
2
9

番

○
譲
り
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
用
品

い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



ワゴン車で2年7カ月
一 平和を訴え全国を巡るー

新 松 戸 駅 前 周 辺 で 一 斉 清 掃

自分かちの街のシンボルともいえる駅前をみんな

できれいにしようと、１月26日、新松戸駅西口周辺

で一斉清掃が行われました。　　　。

街
の
顔
を
き
れ
い
に

これは松戸市駅前周辺環境美化連絡会（市・警察・ＪＲ・

新京成・Ｎ丁丁・東京電力など11 の機関・団体）の呼び掛け

で行われたもので、すでに松戸駅西口や北松戸駅でも行われ

ています。

この日は、新松戸町会連合会、地元商店会や駅前に店舗を

持つ事業所も参加。総勢329 人が駅周辺の道路清掃や不法な立

て看板やビラ等の撤去作業などを行いました。

最後に地元町会連合会防犯婦人部の心づくしのお汁粉など

がふるまわれ、温力ヽいごちそうに参加者全員が舌鼓を打ちま

した。

行ってみました

上 本郷 酒巻　 弥生さん

午
後
９
時
ま
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
仕

事
か
ら
帰
っ
て
か
ら
、
よ
く
一
汗
か
き
に

来
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
施
設
が
増
え
る
と
い
い
で
す

ね
。

広 島で 被 爆し た体 験から 、 今回 の行 動を 思

い立ちました。全国の皆さんの平和への願い

を､ 肌で 感じ るこ と ができ まし た。（隆 憲さ ん）

本 当 に貴重 な 体験 がで き まし た。 たく さ ん

の方 々 に助 けら れ、 今は 感 謝の気 持ち でい つ

ぱい で す。（ てる 子さ ん ）

新
松
戸
町
会
連
合
会
会
長

渡

辺
　

泰

助

さ
ん

住みよい街は、まずきれいにというこ

とから、今までも自分たちで年数回清掃

してきました。

今回は、市や各団体も一緒ということ

で、大きな成果が得られました。

これからも自分たちの街の清掃は続け

ますよ。

全国の非核・平和宣言をしている自治

体を訪問する「平和巡ネしキャラバン」を行

っていた小金原の尾形隆憲さん・てる子

さんご夫妻が、すべての日程を終了し、

松戸市に帰ってきました。

２人が松戸市を出発したのは、平成３

年５月。ワゴン車を運転しての巡礼の旅

は、２年7力月、57,00(Po に及びました。

離島などの自治体は、フェリーや飛行機

を利用し、訪問した自治体は、全国自治

体の半分以上の1,738 。昨年の12月22 日

に、沖縄県の南大東村の訪問で、長い旅

を終えました。

２人は各地で歓迎を受け、各自治体の

首長や議長から、核兵器を一掃し平和を

願う署名をもら いました。署名簿は製本

し、広島市の平和文化センターに永久保

存される予定です。

あ なたの撮った写真( 街の話

題･ 身近な出来事など) をお寄せ

く ださい。採用の方には 記念

品を 差し 上げます。

広報課

市民 の皆さ ん が身 近 に利 用でき 、体 力 の向 上と

健 康で 明る い市 民 生活を 促 進 する た めの スポ ーツ

施 設で す。

競技 場、プ レ ール ーム 、卓 球 室、小 体 育室 、ミ

ー ティン グ ル ーム があり ま す。

●利用時間　午前 ９時～ 午後 ９時

●個人使用料　大人206円、子供51円（２時間）

●休 館 日　毎月第４月曜日（祝 日の場合は翌日）、

年末年始

●交　　通　新京成線「八柱」駅または、「常盤平」駅

から徒歩12分（常盤平衛生処理 場の隣）

●問い合わせ　常盤平体育館　昔86－O 川 番

※グループ で部屋を借りる場合は、毎月１日から翌月１ヵ
月分を受け付けます。

常盤平体育館

カシラダカ

小さな冠羽・茶褐色の背

白い腹・赤茶色の脇線

全長　　　　　　　　　15cm

翼開長　　　　　　　　24cm

見られる場所　　林やアシ原

冠 羽を 立てる と 頭 が高く 見え る ため 付い た

名 前で 、夕 力で は なく ホ オジロ の 仲間で す。

シベリフフからの冬鳥で、住宅地にはあまり来

な い ので 、なじ みの薄 い鳥 で す。

まぱら な 雑 木林と か 草原 が好 きで 、群 れで

行 動し 草 の実な ど を食 べて いま す。「 チツ 」と

いう 小 さな 声で い るこ と が分 かり 、 近 付く ど

次々 に飛び 立 ち 木の枝 に止 まる ので 、 姿を 見

るこ と がで き ま す。

市内 でも 以 前はよく 見か けまし た が、 最 近

は数が減っているようです。

松 戸

の
野 島

早 朝から 集まり 、掃除に汗を流しまし た

施設
案内

スナップ　ショット

尾形　 隆憲さん

てる子さん

最
後
の
訪
問
地
と
な
っ

た
南
大
東
村
で
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